
「本との出会い」            図書委員長 ５年４組  藤岡ゆい 

 私は本が大好きで、ほとんど毎日図書館に通っています。そんな私ですが、もともと読書が

好きだったわけではありません。小学校の中学年くらいまでは、本を読むことの面白さが分か

らず、字が大きい本や挿絵の多い本ばかり読んでいました。 

そんなある日、私のもとに祖母から 1冊の本が送られてきました。上橋菜穂子さんの『孤笛

のかなた』という本でした。ハードカバーの分厚い本で、文字の大きさも、当時の私が読んで

いた本よりもずっと小さかったので、すぐには読もうという気持ちにはなりませんでした。で

も、しばらくして読んでみると、面白く、一気に読んでしまいました。そして、それからは、

寝る間も惜しんで本を読むほど、読書が好きになりました。 

 本を読むのが苦手、好きではない、という人もいるでしょう。そういう人は、本を“見る”

だけでもいいので、図書館に来てみてください。図書館に置いてある本は小説だけではありま

せん。見て楽しめる動物の写真や日本の絶景集など、ページを開くだけで、気持ちがほのぼの

する本もたくさんあります。また、本は、自分に合わないなと感じたら途中で読むことを止め

ることもできます。 

私の好きな時間の中に、本を選ぶ時間があります。題名や題名の字体、表紙や裏表紙の柄や

絵、本の裏のあらすじや帯の内容、時には本文の字体など、細かいところもじっくりと見て、

今の自分の気持ちに合っていそうな本を探す時間。そんな時間は、ただ本を探す、という時間

ではなく、今の自分と向き合う時間でもあります。その中で自分にぴったりの本を見つけられ

た瞬間の達成感や充実感は、何にも代えがたいものです。朝読で読まないといけないから、先

生に借りるよう言われたから・・・・・・理由は何でもかまいません。ただ、「これから借り

る 1冊が自分を変える 1 冊になるかもしれない」、という気持ちで、本を選ぶ時間も楽しんで

もらいたいです。 

ちなみに、私の一番のお気に入りは、先に書いた『孤笛のかなた』です。この本に出会った

のは、小学校 5年生の頃ですが、未だにこの本を超える 1冊には出会っていません。運命の 1

冊と言うと大げさではありますが、もしこの本が手元に送られてこなかったら、まだ私は読書

が好きではなかったかもしれないし、図書委員長になって、こうして図書館通信を書くことも

なかったかもしれません。 

自分にぴったりの本（運命の 1冊）との出会いは突然です。そんな 1 冊に出会えるかもしれ

ない図書館にぜひ足を運んでみてください。 

最後になりましたが、私は今年度、図書委員長をさせていただきます。ほとんど毎日、図書

館にいると思うので、気になることや困ったことがあれば、気軽に声をかけてください。 

 

（※ 『孤笛のかなた』の本は図書館にあります。たくさんの人に読んでほしいと思いま

す。） 
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☆ 貸 出 し 冊 数  ３.3 冊 ☆ 
６月末までの一人あたりの平均貸出し冊数です。昨年度は、3.4 冊でしたので、昨年度と比べる

と、ちょっとだけ少ないかな？ ちなみに、前期生は、４．４冊、後期生は、2.3 冊でした。 

そして、すでに「年間目標貸出数６冊」を達成している学級もあります。 

    １年３組 ６．５冊   ２年２組 ６．６冊   ３年２組 ６．４冊 

     ３年４組  ６．６冊   ５年２組 ６．７冊      なんと、素晴らしい！！ 

  9 月には、読書冊数調査を行います。何冊になるか、楽しみにしています。 

～７月の新刊紹介～ 

○ 『みつばの郵便屋さん あなたを祝う人』                         小野寺史宜 【著】  

○ 『カラー版 地形と地理でわかる日本史の謎』          小和田哲也 【著】 

○ 『夢をかなえるゾウ ０』                         水野敬也 【著】 

○ 『神様のビオトープ』                          凪良ゆう 【著】 

○ 『虹の橋からきた犬』                      新堂冬樹 【著】 

○ 『君はきっとまだ知らない』                                      汐見夏衛 【著】 

○ 『デルフィニア戦闘記第 1部』 （１）～（４）            茅田砂胡 【著】 

○ 『おかえり横道世之介』                     吉田修一 【著】 

○ 『うつくしが丘の不幸の家』                   町田その子 【著】 

○  『世界一わかりやすい英語の発音の授業』 等                       関正生 【著】 

○ 『詩集 念ずれば花ひらく』                                      坂村真民 【著】 

（先日、講演していただいた「坂村真民」さんの詩集も購入しました。ぜひ、たくさんのすばら

しい詩に触れてみてください。） 

 

夏休みの開館について 

☆開館日      ７月２2日《金》～７月２９日（金）       

（但し、木曜日は閉館します。） 

☆開館時間     １１：３０～１６：３０ 

☆貸出しについて  貸出しの方法は通常と同じ、一人３冊までです。 

          夏休み中は、貸出しが１週間を越えてもかま 

いません。 

☆本の返却日    借りている本は、２学期の始業式（８月２５日《木》） 

に返却してください。 

 

※ 図書委員の今月の目標は、「延滞者を０にする」です。7月 6日現在で、本の返却期限が 1週

間以上過ぎている人には、本を至急返却するように声をかけていると思います。御協力よろ

しくお願いします。 


